
確かな学力の育成

※表中の(　)内の数字は、本県の全国順位を示す。

学習意欲の向上

平成22年度全国学力・学習状況調査(文部科学省)

　全国平均に比べて、教科の平均正答率は高いが、

勉強が好きと回答した子どもの割合は低い。

新学習指導要領への対応

　小学校では平成23年度から、中学校では平成24年度から新

学習指導要領が全面実施されます。各学校での円滑な実施を

図るため、小学校及び中学校教科等指導資料を作成し、その

活用を進めています。

新学習指導要領の実施に伴う非常勤講師の配置

　小学５・６年生では、外国語の音声や基本的な表現に慣れ

親しませながら、コミュニケーション能力の素地を養うため、

外国語活動（英語）が実施されます。

　外国語活動を支援するため、英語教育に精通した非常勤講

師を配置します。

　全国学力・学習状況調査の結果等から明らかになった課題

改善のため、児童生徒の学習意欲を向上させ、思考力・判断

力・表現力等を育み、主体的に学習に取り組む態度を養うた

めの実践研究を進めています。

　研究成果を県内の学校に普及するため、学力向上フォーラ

ムを開催し、研究指定校の実践発表や授業改善をテーマにし

た分科会を行っています。

　また、各学校における教育活動の検証・改善を図るため、

 「奈良県学校改善支援プラン」の活用を進めています。

※平成22年度は、学力向上フォーラムに約200人が参加

キャリア教育の充実
キャリア意識の醸成

　一人一人の社会的・職業的自立に向け、

必要な基盤となる能力や態度を育てるた

め、県内すべての公立中学校で１年生か

ら職場体験等の体験活動を進めています。

　平成22年度 公立中学１年生の体験活動の実施状況

ものづくり人材の育成

　社団法人奈良工業会と連携

して、県内高校の工業に関す

る学科の生徒を対象に、企業

及び校内で、熟練技能者によ

る実習指導を行っています。

※平成 22 年度、実習指導を受
　けた生徒は延べ 605 人

就職支援

　県立学校の就職内定率の改善及び県内企業へ

の就職率の向上を図るため、就職サポーターを

７校に配置し、就職指導の充実を図っています。

　すべての県立学校のホームページに卒業生等

就労相談窓口を開設するとともに、就職相談者

及び高校中退者を対象に「就活ガイドブック」

を配布し、就職を支援しています。

 　「将来の夢や目標をもっている」  「人の役に立つ人間

になりたい」と回答した子どもの割合が、中学校では全

国平均に比べて低い。

平成22年度全国学力・学習状況調査(文部科学省)

豊かな人間性の育成

平成22年度全国学力・学習状況調査(文部科学省)

　全国平均に比べて、「新聞やテレビのニュースなどに関心がある」「人

の気持ちが分かる人間になりたい」と回答した子どもの割合が低い。

体験活動の充実

　高校生の社会性や自主性を育む

ため、平成22年度より県内高校生

による連絡会を設置し、社会参画

活動を実施しています。

　平成23年度は全国育樹祭や奈良

マラソンなどでボランティア活動

を行います。

※平成22年度は、10月を「清掃活動強調月間」とし、58校5,052人が参加

　子ども、保護者、地域の人々

が、うだ・アニマルパークにお

いて、動物とのふれあいや動物

に関する学習を通し、命の大切

さを実感し、命の尊さについて

理解を深めるため、ふれあいフ

ェスタを開催します。

道徳教育の充実
　各学校の道徳の時間に活用できる、奈良県の自然や伝統文

化などを生かして作成したオリジナルの「奈良県郷土資料」

をすべての小・中学校に配布して

います。

　また、奈良県道徳教育フォーラ

ムを開催し、学校・家庭・地域が

連携して取り組む道徳教育の在り

方について協議しています。

※平成22年度は、奈良県道徳教育フォーラムに約100人が参加

　 「人権教育の推進についての基本方針」に基づき、人権尊

重の社会づくりに向けて主体的に行動できる、確かな人権感

覚を備えた子どもの育成を目指します。

　平成23年度からは、人権に関わる知識・態度・技能を身に

付けるための、発達段階を踏まえた系統的・体系的な人権学

習教材の作成に取り組みます。

問題行動等への対応

平成22年度全国学力・学習状況調査 (文部科学省 )

児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査 (文部科学省 )

　 「子どもの規範意識向上推進委員会」からの提言に基づき作

成した、小・中学校と高校用の「生徒指導ガイドライン」を活

用し、規範意識の向上や暴力行為等問題行動の減少に向けた取

組を進めます。

　平成23年度から、子どもの規範意識の向上、暴力行為の減少

や不登校対策の充実を図るため、生徒指導支援室を設置しまし

た。生徒指導担当の指導主事・教員ＯＢからなる巡回アドバイ

ザーや、教員ＯＢ ・警察官ＯＢからなる学校支援アドバイザー

による学校への支援を行うなど、生徒指導上の諸課題の改善に

取り組んでいます。

　全国平均に比べて、「学校の規則を守っている」「いじめは、ど

んな理由があってもいけない」と回答した子どもの割合が低い。

  前年に比べて、暴力行為の発生件数は減少した。また、不登校

児童生徒数は、公立小・中学校で全国平均を上回っている。

児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査 (文部科学省 )

体力の向上

　全国平均に比べて、１日１時間以上運動している子ども

の割合は低い。運動能力に関する調査では、小学生・中学

生とも、ほとんどの種目で全国平均を下回っている。

　子どもの体力向上のための拠点として、添上高校の日本陸連第

４種公認陸上競技場を改修整備し、  「トップアスリート等による

親子トレーニング講習会」を開催します。同校では、小学生や中

学生に積極的に陸上競技場を開放するとともに、温水プールを活

用して「小学生水泳教室」も開催します。

　また、より多くの小学生が参加できるよう「小学生陸上競技記

録会」や「学童水泳記録会」の規模を拡大して実施します。

　小学校の体力テストには、中・高校の体育科教員が測定を支援

します。

　運動場の芝生化を促進するため、日

本スポーツ振興センター助成金を活用

して、小学校運動場を芝生化する市町

村に補助を行います。

　また、  「運動場芝生化マニュアル」

の活用や実践報告会・パネル展の開催

などを通して啓発活動を進めています。

※平成21年度は小学校９校、平成22年度

　は県立学校５校が芝生化

　子どもの心の健康や生活習慣

等の課題に適切に対応するため、

医師、保健師等の専門家を学校

へ派遣し、保護者、教職員、児

童生徒への講演会等を行ってい

ます。

※平成22年度は、小学校29校、中学校９校、高校２校、特別支援

　学校３校などに医師等を派遣

　県内すべての学校・園で、それぞれの

地域の特性を生かした食育に取り組んで

います。

　食に関する指導の充実を図るため、平

成22年度は小・中学校を対象としたＤＶ

Ｄ教材と資料集を作成しました。

※県内すべての小学校、中学校、特別支援

　学校に配布

　各小学校では、県教委のホームページ「外遊び、みんなでチ

ャレンジ！」を通して、８の字とびやペアなわとび等に取り組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　んできました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その成果を発揮して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録に挑戦したり、親

　　　　　　　　　　　　　　　　　　子で達人の技に挑戦し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　たりすることで体力の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　向上を目指すチャレン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ運動フェスタを開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　　します。

　学校非公式サイト、いわゆる学校裏サイト等を検索し、不適切

な投稿（書き込み）の監視・調査・削除等のネットパトロールを

実施しています。また、学校が問題のある書き込みなどに適切に

対応できるよう、具体的事案に対する助言や資料提供などを行っ

ています。

　不登校状態にある子どもたちが通う適応指導教室に、中学生を

対象に支援する特別教室を設け、弾力的な教育課程に基づいた学

習指導を行っています。子どもたちへの心理的支援と学力の充実

を図り、社会的自立を目指します。

※奈良市、大和高田市において、モデル事業として実施

　平成22年度に「不登校対策委員会」を設置し、より効果的な取

組について議論を深めています。不登校状態にある子どもたちへ

の支援に加えて、学校で適切に対応できるよう不登校の未然防止

や早期対応に関するガイドラインを作成します。

学校教育の基盤整備
　保護者や地域に信頼される学校づくり、特別支援教育の体制整備、教育施設・設備等の整備、教職員の資質向

上等を図り、学校教育の基盤を整備します。

　平成18年度から21年度までで、すべての公立学校を訪問し、

学校経営等の改善すべき点について指導・助言しました。１年

後のフォローアップ訪問で、各学校の努力により改善が進んで

いることを確認しています。

　また、２巡目となる平成22年

度からは、奈良県の教育課題に

対する取組状況や改善が進みに

くい学校経営の項目を中心に診

断を行い、学校改善に向けた支

援をしています。

　特別支援教育を推進するため、

就学指導や生徒の卒業後を見通

した自立支援の充実を図ります。

　平成22年度に作成した 「就学

指導のガイドライン」を基に、

 「子どもを中心に据えた相談」

を本人・保護者と学校、教育委

員会が、願いや目標、課題を共

有しながら進めます。

　また、特別支援学校に通う生

徒の社会参加を目指して、地域

ボランティアの協力を得ながら、

自力通学を促進します。

　学校の組織強化や人材育成を図るために、教職員の経験や職

務に応じた研修を実施しています。組織の一員として求められ

る力を育成するとともに、教育課題への対応や教科等の指導な

　　　　　　　　　　　　　　　ど、教職員としての専門性を

　　　　　　　　　　　　　　　高めるための充実した研修を

　　　　　　　　　　　　　　　行っています。

　県立学校施設は、平成21年度で完了した耐震診断を基に、

順次耐震化を進めています。特別支援学校は、平成23年度で

おおむね耐震化が完了する予定です。

　また、市町村には、特に大規模地震で倒壊等の危険性の高

い学校施設について早期に耐震化を実施するよう働きかけて

います。

平成22年度公立学校施設の耐震改修状況等調査（文部科学省）

　児童生徒が、情報化社会に

主体的に対応できる力を身に

付けられるよう、県立学校の

情報機器の整備・更新を行い、

教科指導におけるＩＣＴ活用

を推進する学習環境の充実を

図っています。

※平成22年３月、学校ＩＣＴ環境整備事業で、県立学校に449台の

　デジタルテレビ、2,260台のコンピュータを整備するとともに、

　すべての普通教室へのＬＡＮ整備を完了

(Ａは主として「知識」に関する問題、 Ｂは主として「活用」に関する問題 )

平成22年度全国学力・学習状況調査(文部科学省)

確かな学力の育成に係る実践的調査研究 小学校及び中学校教科等指導資料の活用

中学生キャリア教育の推進

新卒者・既卒者に対する支援

　子どもの「勉強嫌いの解消」  「学習

意欲の向上」を目指し、県内の学校関

係者、諸団体の多様な教育力を結集し

て、模擬授業や「親子で工作」等、様々

な学びの場の具体例を示す　わくわく

まなび　フェスタを開催します。

わくわく まなび フェスタ

高校生社会参画活動の推進

ふれあいフェスタ

人権教育の充実

規範意識の向上

生徒指導ガイドラインの活用

生徒指導支援室の設置

運動習慣の定着
体力向上の促進

運動場芝生化の促進

健康教育の推進

健康課題への対応

食育の推進学校非公式サイト監視・調査研究

不登校児童生徒への支援
不登校の子どもたちのための特別教室設置

不登校の子どもたちに適切に対応するためのガイド

ラインの作成

チャレンジ運動フェスタ

特別支援教育の体制整備

特別支援教育の推進

保護者や地域に信頼される学校づくり

学校教育アドバイザリーチームによる学校訪問

教職員の資質向上

教職員研修の充実

　奈良県内の学校の教員を志す

大学３年生、大学院１年生を対

象に、グループ別の演習や、継

続的な学校現場実習を通して、

実践的指導力を養成するプログ

ラムを平成20年度から実施して

います。若手教員が直接アドバ

イスを行う、リクルーター制を

導入しています。

※研修講座受講者数

奈良県ディア・ティーチャー・プログラムの実施

　奈良県で任用されている講師を対象に、模擬授業等の演習を

通して、実践力（授業力）を高めるプログラムを平成22年度か

ら実施しています。

※平成22年度は、103人が受講

「講師塾」の実施

教育施設・設備等の整備

耐震化の推進

県立学校の情報化推進

※受講者数

　奈良県の幼児の運動能力は、全国の標準

よりやや低い。生活習慣と運動能力の関係

は、規則正しい生活ができている子どもの

方が運動能力が高い。

平成22年度幼児の運動能力・生活習慣等調査

◎評定値：2008年幼児の運動能力全国調査の結果をもとに作成された運動能力判定基準表の値。

　５段階に評定した値で１～５で表される。３は標準的な発達を示す。

◎運動能力評定値：４種目の評定値を合計した値。

　平成23年度は、幼児の運動能力等実態調

査のほか、運動場芝生化促進に係る調査・

研究や児童生徒の体力向上のための調査・

研究を実施します。

運動能力等の調査・研究

どちらかというとできていない

どちらかというとできている

できている

できていない

両足連続飛び越し

立ち幅跳び

テニスボール投げ
25ｍ

走

平成 22年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 (文部科学省 )

平成 22年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査 (文部科学省 )

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度
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6

4

2

0

県内小・中・高校生の暴力行為の発生件数の推移
（1,000人あたり）

公立学校における学校改善に向けた取組の状況

教育目標 研究・研修 学習指導 学校評価 関係機関との連携

（％）

質　問 奈良県 全国

学校の規則を守っていると回答した
子どもの割合

小学校 86.4(45) 89.2

中学校 84.7(46) 90.1

いじめは、どんな理由があってもい
けないと回答した子どもの割合

小学校 94.2(43) 95.0

中学校 89.2(45) 91.1

（％）

質　問 奈良県 全国

新聞やテレビのニュースなどに関
心があると回答した子どもの割合

小学校 64.3(36) 66.9

中学校 58.7(46) 64.2

人の気持ちが分かる人間になりた
いと回答した子どもの割合

小学校 91.6(35) 92.0

中学校 91.7(42) 92.7

運動能力に関する調査 （％）

20ｍシャトルラン
(回)

50ｍ走 (秒 ) ボール投げ（ｍ）

奈良県 全国 奈良県 全国 奈良県 全国

小学校 (男子 ) 47.16(42) 51.29 9.34(15) 9.38 25.04(33) 25.26 

小学校 (女子 ) 33.91(45) 39.65 9.67(25) 9.65 14.42(35) 14.58 

中学校 (男子 ) 78.72(43) 84.49 8.05(26) 8.04 20.32(46) 21.23 

中学校 (女子 ) 48.44(46) 56.45 8.91(26) 8.90 12.70(43) 13.29 

１日に運動やスポーツをどのくらいしているか （％）

30分未満 30 分～１時間 １時間～２時間 ２時間以上

奈良県 全国 奈良県 全国 奈良県 全国 奈良県 全国

小学校 18.0(23) 17.7 24.0(12) 21.9 25.2(21) 25.4 32.8(32) 35.0

中学校 21.6( 7 ) 18.9  7.5(15)  6.9 12.5(42) 19.5 58.4(19) 54.7


